
地域医療実習 
Webアンケート及びフリーアンケートの報告 



アンケートの方法 

 実習の初日にポータブルパソコンを１人１台貸与する。 

 

 このPCを用いて、その日の実習について評価する。 

  学生が記入    評価表１：自己評価についての評価表（選択式４段階法） 

               評価表２：実習サービスについての評価表（選択式４段階法） 

  指導医が記入  評価表３学生に対する評価表（選択式４段階法） 

  ※学生、指導医各自のパスワードを持ち、互いの評価は見ることができない。 

 

 Webシステムにより遠隔地から当センターへのサーバーに提出する。 

 

 実習の最終日に、１週間を通した実習について評価する。 

  学生が記入       評価表４：自己評価についての評価表（選択式４段階法） 

              評価表５：実習サービスについての評価表（選択式４段階法） 

 

 またWebアンケートとは別に、初日と最終日の地域医療に関する関心の変化を
調査する。 



評価表１：学生が毎日提出 



評価表２：学生が毎日提出 



評価表３：その日の担当指導医が提出 



評価表４：最終日に学生が提出 



評価表５：最終日に学生が提出 



平成23年度 5年次生地域医療実習 
実績・派遣人数 

平成24年3月2日修了 

N=96 

1 

(人) 



Webアンケート提出状況 
 

N=467 

(枚) 



日々の学生の自己評価達成率 
～各質問項目について～ 

救急医療についての
自己評価は最も低く、
次いで貴重な症例の
体験について自己評
価が低い傾向であった。
その他の項目は、８割
以上で｢どちらかといえ
ばそう｣、｢その通り｣で

あった。 



日々の自己評価（回答者：学生） 
Q. この施設での今日の成果について自己評価して下さい。 

N=367 

N=364 

日々の指導医からの評価（回答者：指導教員） 
Q. 今日、指導いただいた学生について評価して下さい。 

貴重な症例の体験に
ついて、学生の自己評
価は低く指導医の評価
は高い傾向があり、互
いの評価にギャップが

あった。 

各質問項目における、学生評価と指導医による評価の比較 



１週間の自己評価：地域医療に貢献できるよう向上したか？ 

１週間を通して、９５％の学生がコアカリキュラムの到達目標を達成できている。 

N=96 

(人) 



 在宅医療、チーム医療、疾
病予防、貴重な症例の体験
は約9割の学生が体験の機
会があったと感じている。 
 

 救急医療は体験頻度の差
がある 

N=96 

1週間を通しての実習サービスの評価 
Q. 今週の実習全体について評価して下さい。 



 
 
 

 将来、働いてみたい 
 19/96(人） 
 将来、働きたくない 
 2/96(人） 

Q. 地域医療に関心がありますか？ 
～実習開始前と実習終了時での関心の変化～ 

実習前に｢どち
らかといえば違
う｣と答えた学生
の8割は、実習

後に関心が高
まっていた。 

（人） 


